
１．実施体制

２．事業内容

開催回数 ７回 開催期間

参加者数 ３９１名 小学４年生 ２１名

小学５年生 ２１名

小学６年生 １９名

内訳
※第６回の「学園祭ミニあさか」は登録学

生以外も申込制で参加できる。

子ども大学あさか実行委員会

令和７年度　子ども大学あさか

令和７年６月２８日～令和７年１１月２２日

子ども大学あさか

学長 佐々木　和生（東洋大学　食環境科学部　学部長）

副学長 根建　拓（東洋大学　生命科学部　学部長）　

実行委員長 山崎　幸治（NPO法人アンサーズネット　副理事長）

実行委員

（関係団体）

【副実行委員長】鴨下　秀幸（NPO法人アンサーズネット　理事）

【副実行委員長】高橋　安希子(朝霞市教育委員会 生涯学習・スポーツ課 課長補佐)

本多　信行（NPO法人アンサーズネット　代表理事）

西川　和人（NPO法人アンサーズネット　副代表理事）

川合　大介（一般社団法人　朝霞青年会議所　理事長）

池田　慎太郎（一般社団法人　朝霞青年会議所　委員長）

荒井　誠（朝霞市教育委員会　生涯学習・スポーツ課　係長）

五味　淳治（朝霞市教育委員会　生涯学習・スポーツ課　主任）

【アドバイザー】加藤　美幸（NPO法人アンサーズネット　顧問）

【協力団体】平井　匠（ASAKA CITY LAB)

【協力団体】細田　祥平（東洋大学朝霞キャンパス）

問合せ先

朝霞市教育委員会生涯学習・スポーツ課

電 話　048-463-2920

F a x     048-467-4716

E-mail  syogaku_sports@city.asaka.lg.jp



３．実施内容

６月２８日（土）

１３：００～１６：３０

顕微鏡で観察している様子

７月１９日（土）

１３：００～１６：３０

ARアプリで大雨による浸水被害を確認している様子

写真
は

て

な

学

写真ふ

る

さ

と

学

講義名 天気・異常気象を学ぼう！

講師
株式会社カインズ　くみまち推進部

くみまち学校担当のみなさま

会場 東洋大学　朝霞キャンパス

講義名
植物をじっくり見てみよう！

～植物といろんな生き物の関係～

講師
東洋大学　生物資源学科

助教　宮田　佳奈　氏

２日目 開催日時

会場 朝霞市中央公民館・コミュニティセンター

１日目 開催日時



３．実施内容

８月３０日（土）

１３：００～１６：３０

パソコンを分解している様子

９月２７日（土）

１３：００～１６：３０

自分たちの店の看板を作成している様子

写真
生

き

方

学

写真

そ

の

他

(

学

園

祭

準

備

)

講師 ピープルボート株式会社　藤井　優花　氏

４日目 開催日時

会場 朝霞市産業文化センター

講義名 学園祭「ミニあさか」準備

講師
シティラボのみなさん

NPO法人アンサーズネットのみなさん

３日目 開催日時

会場 朝霞市役所　大会議室

講義名
パソコン分解ＷＳ

～世界の環境や難民を知ろう！～



３．実施内容

１０月２５日（土）

１３：００～１６：３０

店の飾り付けを作成している様子

１０月２６日（日）

９：３０～１６：３０

参加児童が店番、また店を利用している様子

写真

そ

の

他

(

学

園

祭

準

備

)

写真

そ

の

他

(

学

園

祭

)

会場 朝霞市総合体育館

講義名 学園祭「ミニあさか」

講師

（運営・ブース担当）

協力団体シティラボのみなさん

NPO法人アンサーズネットのみなさん

その他協力団体多数

５日目 開催日時

会場 朝霞市総合体育館

講義名 学園祭「ミニあさか」会場設営

講師
協力団体シティラボのみなさん

NPO法人アンサーズネットのみなさん

６日目 開催日時



３．実施内容

１１月２２日（土）

１３：００～１６：３０

２種類の生地を作成している様子

写真
は

て

な

学

講義名 調理科学の世界

講師
東洋大学　食環境科学科

准教授　露久保　美夏　氏

７日目 開催日時

会場 東洋大学　朝霞キャンパス



４．参加者の声

参

加

し

た

子

供

の

声

（

感

想

）

保

護

者

の

声

（

感

想

）

・顕微鏡を見たりして、植物のことを調べるのが楽しかったです。

・大学でやったのがすごいと思いました。次も楽しみです。

・本当の大学生みたいになれて楽しかった。植物の事を楽しく学べた。

・水害の時にどうすればいいのかとか、レベルのことについてわかりました。ハザードマップをみたりして集まる場所を家族と相談しようと思いました。

・もしもの時に役に立つかもしれないことをいっぱい学べて、すごく満足した気持ちになりました。

・人がどのくらい水に浸かって大丈夫なのか知らないことなどがたくさんあり、新しい事をたくさん知れて楽しかったです。

・コンピュータの分解を通して、環境の事やコンピュータの仕組みを知ることができた。すごく楽しかった。

・今起こっている世界の問題がよくわかった。

・パソコンの修理を難民がしていると聞いて、ものすごく驚きました。

・パソコン解体と難民や地球の事が意外な所で関係しているのが勉強になった。

・実際に仕事をすると、お金の大事さがわかった気がする。

・実際に働いたお金で欲しい物を買って、本当に大人になれた気分で面白かったです。

・ミニあさか市役所で働いた時が、一番緊張して、一番楽しかった。

・講義で、砂糖の量でこんなに変わる事がびっくりした。

・料理の事を詳しく知ることができ、その経験を活かせたらいいなと思った。

・調理実験が楽しかった。カップケーキがおいしかった。

・学校の勉強だけでなく、深堀するような学びができたと思います。講師の方や、サポートしていただいた大学生、運営に携わった皆様に

感謝しています。長期間ありがとうございました。

・「子ども大学あさか」に参加して、積極性が増したように感じました。

大学生の方達も終始優しく接してくれて、とてもありがたかったです。参加させて良かったと思っています。

また来年も参加枠に入れたら良いなと思いました。約半年間、ありがとうございました。

・貴重な体験をさせていただきありがとうございました。この体験を通じてやってみたい事を少しでも見つけてくれればと思って

います。ご協力いただいた大学生の皆様のように、関心のある事に進んでチャレンジしてくれる子になって欲しいと思います。

・心のこもった入学式から始まり、講義内容のバラエティの豊かさ、ミニあさか、全てが質が高くて感銘を受けっぱなしでした。

子供の知的好奇心や豊かな体験の為にボランティアの皆様の力で、ここまでやって下さる事に感謝でいっぱいですし、

ぜひ続けていただきたいです。

講義の内容はもちろんの事、異年齢の学年、身近な大学生、大人と普段の生活では関われない人と交流できる事は

大きな刺激になったと思います。

大変な事が多いと思いますが、これからも子供達がこの様な機会に恵まれますように応援しています。ありがとうございました。


